


調査件名

調査場所

地点一No. 1

(償和
'三

斡
盆
学

蟹
他

錯
「

査 警

弱1-ト

土 質 柱 状 図

託
調査年月日昭和55年 12月 1日 ～ 12月 1日

標   高

孔 I伺 水 位

39902   m
6_L● 5 9Э   m

月ё強

現
位
置
試
験

採
取
方
法

試
料
番
号

試料採取

深
さ

ｍ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

１
．
占
Ｔ
・＋
心
―
上
・▲
Ｔ

1‐
｀

 、、

寸

10    20    30    40    50    60

N イ直  (回 )

30

年

9

9

9

と

a

/S

２０

ｃｍ

ユヽ9

オ1撃 回数

10cm

狗
勤

筍

切

髄

色

範

S

∂

/0

ど

ど

くテ

ど

S

ど

撃
数

オl

iЦ

′く7S▼

′)OS

深
さ

ｍ

標 入  試  験

＼

＼ヽ

1支 )支

相

対

初

報卿
'屋

ドR張■

ψ肋%庄 コ1-肉ミにも

堰厨げ晨八

ヽ聰蜘淀 ベ

芭― い

終離tttR爬′、

八

ト

革

う■こごぞ■直こ鞭 ―

]り 3)lア岳F氏八

吐

病猥狙1託＼

記
　
　
事

鴎

輔

輔

聴 楓

色

　

　

調

偶

主   持

ラ,卜漂gり

メ輌き 凸ヽナ

蝉 エ

繭 ミ

浪   エ

土

質

名

土
質
記
号

層
　
厚

ｍ

深
　
さ

ｍ

標
　
一局
ｍ

標
　
尺

ｍ

可

Ｎ
Ｑ



調査件名

調査場所

地υ点一No.  2

硝研

"三
備小学校他l枝
地 質 調 査 委 託

331巷愁こ§ト

土 質 柱 状 図

三串尚lゞ勁残

調査年月日 昭和55年 12月 1日 ～ 12月 1 日

40 053   m標    高

孔内水位   (う L,450  m

現
位
置
試
験

試採
料取
番方
号法

試

深
さ

ｍ

▲
７

１

・
卜
．１

７

Ｉ

・
１
．―
●
―

―
■

▲

▼

▲

Ｔ

ｌ

．

｀
ヽ

ミ 、

耳

10    20    30    40    50   60

N 値  (回 )

フ

●

ヽ
　
　
Ｓ

《ユ

３０

帥

′
｀

∂

合 フ

お

OS
７
　
　
β
６

　

　

も

ヽ
　

　

Ｓ

ど

●7

２０

ｃｍ

お

∞

と

'

SI

廻

ど

ど ′

10cm毎の

l]撃回数

Cm

10

豫
髄
ゎ

＼ヽO
ゑ

きてう

イ!

銘

為

(9

比
.洗

党

比

み

/應
ム

る

牌

‰

ｃｍ

′ど ヽオ

/dノ予

′、デ$/

′σ /S

,》 ＼)

′つSヾ

′′ /、ざ―

′′eフ‐

′さ S

とく76

さだ
~

0た 一ヽ
,(巡

(7.S′

、s浴 ―

も く7(「

フだ

7

標 準 貫 入 試 験

深
さ

ｍ

′ノヘー

ど /S―

′くヱ、Ⅲ

ド

＼割

翠

中 亡

単 蕊

相

対

初

度

密

度

原

り
り

ア

Ｄ 物 粛

基礎 う苗テAい

合)鶯′患ヽヽ

鷲郵莉腱澄薦八

要母 灘馬 ヽ磯朔沢八

υ%磁亀あ…涼ド蔦ふ

曹叫黒薦聰Ⅵ;К ヘ

幕覇低コ∬「スElり ;晨

"の
輌 ぐり勢奄玉真

ヽ＼

ヽ

輔 童
心堵ヽ

わと
Aャ

記
　
　
事

輔

囃

茶

輔

操

色

　

　

調

員 茶

孫 穏

囀

周`呼朝色エ

工   碧

蝉

斎   エ

B― ム

土

質

名

W_

―

土
質
記
号

>く

沙 ベ

な く芯

ヽ わ

層
　
厚

ｍ

/う 9ゎ

∂ё゙

ム r)7う

深
　
さ

ｍ

わ ξ〉わ

訳 ヽ

7と)0

標
　
一局
ｍ

標
　
尺

ｍ

１

■

『
　
囀
一



土 質 柱 状 図
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土 質 柱 状 図
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土 質 柱 状 図
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土 質 柱 状 図
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土 質 柱 状 図
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土 質 柱 状 図
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土 質 柱 状 図
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土 質 柱 状 図
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土 質 柱 状 図
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